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本研究では、ガンマ線バースト（GRB）およびX線フラッシュ（XRF）の起源解明を目指し、残光放射の多波長観測データに対する理論モデルのベイズ推定解析を進めている。パラメータ推定には
Clustered Nested Sampling 法を実装した公開コード MultiNest を用い、高次元パラメータ空間を効率的に探索する。昨年度は、青山学院大学の GCC＋Open MPI 環境で運用していた計算コード
を、北海道大学スーパーコンピュータ Grand Chariot 2 の Intel oneAPI 環境へ移植し、動作確認と性能評価を行った。その結果、小規模テストにおいて青学16並列で約800秒を要した計算が、
Grand Chariot 2では16並列で約460秒、512並列で約50秒まで短縮されることを確認した。今後はXRF 071031、GRB 080603A、XRF 240801Bなどに対し、事前分布を変えた多数の計算を実施し、
GRB/XRFの観測的多様性と相対論的ジェットの物理に制限を与える。
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